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  一致団結 正々堂々 勝利をめざせ！！ 

     

 

 １０月１２日（土）の運動会に向け、上記テーマを掲げ、６年生を中心に練習に取り組んできました。取り

組み期間中、一生懸命にやろうという気持ちが、姿に、形に現れました。やはり、一生懸命な姿はかっこい

い！そして、多くの感動を与えてくれました。  

「全校児童の入場です！」児童会長野澤さんを先頭に、どの色も堂々とした入場行進でした。表情から運

動会に臨む気合いが感じられました。エール交換は大変盛り上がり、色別リーダーが大きな声を出してみ

んなの士気を高めてくれました。太鼓の音が、みんなの手拍子や踊りをまとめてくれました。どの色も気合

が入っていました。今年度は、保護者の皆様に児童の雄姿を見ていただけるように隊形を変えて練習を重

ね、自分たちの色に、他の色にエールを送る姿が立派でした。最後には、全員で「フレーフレー勝小」のコー

ルです。応援は、仲間のため、チーム全体のため、そして自分自身のためです。エール交換の中で、今年度

も運動会の歌を披露できたこともよかったです。 

表現はどの学年も工夫があり素晴らしかったです。１・２年生はポンポンを上手に使い、たくさんの「笑

顔」と「かわいい」がありました。最後のポーズもきまりました。３・４年生の「エイサー」（沖縄の伝統芸能）

は、勝小では初めてのチャレンジでした。太鼓の音と大きなかけ声がグラウンド中に響き渡り迫力がありま

した。隊形移動もあり、覚えることがたくさんでしたので、家でも動画を見ながら練習したという児童がたく

さんいました。５・６年生のフラッグ表現は、体育着の緑と旗の緑がマッチして、ともて奇麗でした。上手にウ

エーブを取り入れたり、色別や学年別の動作を取り入れたりと動きが変化に富んでいました。また、勝小伝

統のソーラン節は、高学年の迫力満点！運動会前のぶどう祭りでも披露しましたが、グラウンドではフォーメ

ーションが変化していくので、さらに見応えがありました。「ソーラン・ソーラン」の大きな声・腰をおとした踊

り・素早い動き・・これぞ勝小の伝統です。伝統が形に、姿に表現されました。 

リレーはどの学年も観客を楽しませてくれました。順位が何度も入れ替わるので、応援する方も必死でし

た。リレーは走ることが得意な人も、苦手な人も、ひとつのバトンをつないでゴールを目指し、「バトンをつな

ぐ」ことに価値があります。一致団結が絶対に必要です。児童全員が主役になったリレーでした。 

 

  

気迫ある応援です。 

昨年度購入した校旗を持ち、児童会 

執行部を先頭に入場しました。 



  

 

 

 

１～４年生 校外学習へ 

勝小サポーターを募集しています  ～ご協力よろしくお願い致します～ 

運動会の準備・片付けに始まり、ミシン補助や校外学習引率等、多くの保護者の皆様にご協力をいただ

きありがとうございます。保護者の皆様だけでなく、ご家族の皆様（祖父母・叔父叔母）も大歓迎ですので、

引き続き、「勝小サポーター」へのご協力をお願いします。 

１１月１９日（火）に「あらたな学びの姿に向けた授業改善推進事業」の公開研究会がございます。甲州

市内外の先生方が参観に来られますので、駐車場係等のお手伝いをお願いできたらと思っています。 

後日、詳細はメールでお知らせいたします。 

 学年競技は、低学年は玉入れ・中学年はミックスリレー・高学年は背中渡りとそれぞれに応じた種目を行

いました。どれも「優勝」を左右する大事な種目です。応援する他学年の児童も必死でした。全校種目は

「綱引き」「大玉送り」、各色の力と気持ちを一つにしなければなりません。６年生を中心に互いに声をかけ

ながら頑張っていました。そして、アンカーの６年生が最後まであきらめずに走る姿に、会場全体から大きな

拍手がわきました。感動です。 

オーエス 

行事の多い２学期・充実の２学期 

３・４年生はオオムラサキセンターとサントリー白州

工場の見学に行ってきまました。ペットボトルの水が

完成するまでの過程を見学したり、オオムラサキのお

話を聞いたりしました。 

１・２年生は電車で万力公園に行ってきました。

学校から勝沼ぶどう郷駅まで歩きましたが、誰一

人として止まることなく、頑張って坂道を上りまし

た。また、動物園でもたくさん遊びました。 

切符を買うのにドキドキわくわく 

 

KY English Fun Time 

勝沼・大和地区の小学校で「国際理解教育」の一環として、４年生が

合同で英語活動を楽しみました。市内の ALT の先生方が５名来てくださ

いました。「またやりたいです。」という感想がたくさんでした。 


